
修
験
道
を
中
心
と
し
た
学
祖
の
学
理
思
想

中
　
山
　
清
　
田

一
　
井
上
円
了
の
学
理
思
想
の
基
礎
と
な
っ
た
東
西
思
想

修験1亘を中心とrた’予：相の学理、思想

　
学
祖
井
上
円
了
（
以
下
円
了
と
呼
ぶ
）
が
一
八
八
四
年
に
三
宅
雄
二
郎
ら
と
共
に
、
東
京
大
学
内
で
の
「
不
思
議
研
究
会
」
に
お

い
て
妖
怪
研
究
を
始
め
る
わ
ず
か
二
年
前
、
一
八
八
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
心
理
学
の
知
識
で
は
、
理
解
す
る
の
で
き
な
い
心
理
的
現

象
を
研
究
す
る
超
心
理
学
の
一
つ
で
あ
る
心
霊
研
究
の
、
協
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
ヨ
　

　
『
呪
術
』
に
円
了
と
ほ
ぼ
同
時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
十
九
世
紀
に
お
け
る
呪
術
と
科
学
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
の
を
記
す
る
と

　
し
ば
し
ば
、
呪
術
は
十
九
世
紀
末
に
科
学
的
段
階
に
入
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
聞
く
。
あ
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
科

　
学
に
よ
っ
て
呪
術
が
無
意
味
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
（
た
と
え
ば
人
体
輻
射
の
実
験
的

　
発
見
は
あ
る
種
の
伝
統
的
作
の
現
実
的
効
力
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
）
。
し
か
し
よ
く
了
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9

　
こ
と
は
、
科
学
に
は
呪
術
を
否
認
し
た
り
確
認
し
た
り
す
る
権
利
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
「
科
学
と
呪
術
」
の
章
を
参
照
）
。
4



　
科
学
に
で
き
る
こ
と
は
、
知
ら
れ
ざ
る
実
証
的
媒
体
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
科
学
は
事
実

　
に
お
い
て
欲
求
の
創
造
的
な
力
1
こ
れ
が
呪
術
的
精
神
の
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
が
　
に
た
い
す
る
信
頼
の
念
を
強
め
る
も
の
で

　
は
な
く
、
む
し
ろ
弱
め
る
も
の
で
あ
る
、
と
我
々
に
は
考
え
ら
れ
る
。

　
円
了
は
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
に
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
エ

ジ
プ
ト
、
イ
エ
メ
ン
を
欧
米
の
政
教
関
係
、
東
洋
学
の
研
究
状
況
の
視
察
目
的
と
し
て
、
一
年
間
外
遊
し
て
お
り
当
然
科
学
と
呪
術

の
関
係
は
熟
知
し
て
お
り
、
そ
の
後
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
に
妖
怪
学
講
義
を
哲
学
館
よ
り
出
版
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ニ

　
「
呪
術
」
を
主
と
し
て
い
た
の
が
修
験
道
で
あ
る
。
「
当
山
修
験
深
秘
行
法
符
呪
集
」
に
は
四
四
〇
余
の
諸
法
が
収
め
ら
れ
て
い

る
．
、
修
験
道
は
呪
術
に
よ
っ
て
治
癒
行
為
を
中
心
と
す
る
も
の
、
悪
魔
を
は
ら
う
も
の
、
農
作
物
の
五
穀
豊
穣
、
長
命
を
祈
る
も
の

ヒ
い
う
よ
う
に
民
家
の
幸
福
を
願
う
も
の
ば
か
り
で
な
・
＼
呪
う
と
い
う
諸
法
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
呪
い
に
は
非
常
に
古
く
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
奈
良
時
代
に
行
な
わ
れ
て
い
た
例
と
し
て
、
平
城
京
の
大
膳
職
の
井
戸

の
あ
と
よ
り
発
見
さ
れ
た
人
形
に
は
、
両
目
と
、
胸
に
釘
穴
が
残
っ
て
あ
っ
た
呪
誼
人
形
が
有
名
で
あ
る
が
、
現
代
で
も
夏
に
な
る

と
決
ま
っ
て
、
テ
レ
ビ
等
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
呪
術
」
は
、
修
験
道
消
滅
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
修
験
道
は
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
で
、
修
験
者
は

天
台
宗
、
真
言
宗
の
僧
侶
に
な
る
か
、
神
宮
、
農
家
に
な
る
か
と
い
う
事
で
、
完
全
に
新
政
府
に
よ
り
消
滅
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
修
験
道
は
、
鳥
居
を
た
て
水
垢
離
を
と
り
、
修
祓
を
行
う
な
ど
、
神
舐
信
仰
の
要
素
は
至
る
所
に
み
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
祭
礼

行
儀
に
は
、
方
位
を
重
ん
じ
、
反
閑
を
ふ
む
類
の
鎮
魂
的
動
作
、
呪
術
的
所
作
を
中
心
と
し
て
、
陰
陽
道
的
要
素
の
混
入
さ
れ
て
い

る
の
で
宗
教
で
な
い
と
「
呪
術
」
は
修
験
道
廃
止
に
な
っ
た
大
き
な
一
つ
の
要
因
に
さ
れ
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
キ
リ
ス
ト
教
の
「
呪
術
」
は
科
学
的
段
階
に
入
り
科
学
で
「
呪
術
」
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
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修験道・t・中心とL！こ学祖の学理厄1、想

円
了
は
、
当
然
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
書
籍
等
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
呪
術
」
に
対
す
る
思
想
は
十
分
に
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ザ

　
日
本
国
内
に
於
い
て
は
、
排
仏
殿
釈
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
宗
教
界
よ
り
「
呪
術
」
は
否
定
さ
れ
た
。
『
新
仏
教
論
』
で
円
了
は
、

そ
の
主
旨
を
宗
教
と
知
識
と
の
か
か
わ
り
、
道
理
上
の
宗
教
と
し
て
の
仏
教
、
宗
教
の
改
良
維
持
で
あ
る
、
真
の
宗
教
は
「
智
力
上

の
宗
教
」
で
あ
り
、
合
理
主
義
に
合
致
し
な
い
「
感
覚
的
宗
教
」
を
迷
信
と
し
て
真
の
宗
教
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
仏
教
教
理
を

哲
学
や
科
学
で
真
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
真
の
迷
信
」
と
は
何
か
と
い
う
事
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
円
了
は
、
明
治
維
新
の
十
年
前
に
、
新
潟
県
三
島
郡
越
路
町
に
あ
る
真
宗
大
谷
派
慈
光
寺
住
職
を
継
ぐ
長
男
と
し
て
生
ま
れ
て
い

る
が
十
年
後
に
明
治
新
政
府
は
、
神
道
国
教
化
政
策
を
と
り
修
験
道
は
取
り
潰
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
狂
歌
に
「
要
ら
ぬ
も
の
弓
矢
大
小
茶
器
の
類
　
坊
主
山
伏
さ
て
は
お
役
者
」
と
歌
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
そ
の
「
山
伏
」
修
験
道
が
最
も
多
く
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
、
『
妖
怪
学
講
義
』
で
あ
る
。
『
妖
怪
学
講
義
』
に
は
修
験
道
の
教
理

的
な
事
は
紹
介
さ
れ
ず
に
、
事
相
的
な
「
呪
術
」
の
み
が
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
修
験
道
の
教
理
的
な
面
は
「
智
力
上
の

宗
教
」
で
あ
り
、
「
呪
術
」
は
「
感
覚
的
宗
教
」
と
し
て
「
真
の
迷
信
」
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
本
論
は
、
『
妖
怪
学
講
義
』
（
講
義
録
、
合
本
六
冊
）
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
　
円
了
三
十
八
歳
　
哲
学
館
発
行
　
を
中
心

に
論
を
進
め
る
。

二
　
井
上
円
了
の
学
理
思
想
の
体
系
と
特
徴

　
明
治
新
政
府
よ
り
廃
止
さ
れ
た
修
験
道
の

目
次
で
列
挙
す
れ
ば

「
呪
術
」
の
儀
礼
を
円
了
は
『
妖
怪
学
講
義
』
の
中
で
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1
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第
一
類
　
総
論

　
第
一
篇
　
定
義
　
　
第
二
篇
　
学
科
　
　
第
三
篇
　
関
係
　
　
第
四
篇
　
種
類
　
　
第
五
篇
　
歴
史
　
　
第
六
篇
　
原
因
　
　
第

七
篇
　
説
明

　
　
　
第
二
類
　
理
学
部
門

　
第
一
種
（
天
象
篇
）
天
変
、
日
月
、
蝕
、
異
星
、
流
星
、
日
量
、
虹
蜆
、
風
雨
、
霜
雪
、
雷
電
、
天
鼓
、
天
火
、
唇
気
楼
、
龍
巻

　
第
二
種
（
地
理
篇
）
地
妖
、
地
震
、
地
陥
、
山
崩
、
自
倒
、
地
雷
、
自
鳴
、
潮
汐
、
津
浪
、
須
彌
山
、
龍
宮
、
仙
境
、

　
第
三
種
（
草
木
篇
）
奇
草
、
異
穀
、
異
木

　
第
四
種
（
鳥
犬
篇
）
妖
鳥
、
怪
獣
、
魚
轟
、
火
鳥
、
雷
獣
、
老
狐
、
九
尾
狐
、
白
狐
、
古
狸
、
腹
鼓
、
妖
獺
、
猫
又
、
天
狗

　
第
五
種
（
異
人
篇
）
異
人
、
山
男
、
山
女
、
山
姥
、
雪
女
、
仙
人
、
天
人

　
第
六
種
（
怪
火
篇
）
怪
火
、
鬼
火
、
龍
火
、
狐
火
、
虫
、
火
車
、
火
柱
、
龍
燈
、
聖
燈
、
天
燈

　
第
七
種
（
異
物
篇
）
異
物
、
化
石
、
雷
斧
、
天
降
、
異
物
、
月
桂
、
舎
利

　
第
八
種
（
変
事
篇
）
変
化
、
志
虫
、
カ
マ
イ
タ
チ
、
河
童
、
釜
鳴
、
七
不
思
議

　
　
　
第
三
類
　
医
学
部
門

　
第
一
種
（
人
体
篇
∀
人
体
の
奇
形
変
態
死
体
の
姻
血
、
死
体
強
直
、
ミ
イ
ラ

　
第
二
種
（
疾
病
篇
）
疫
、
痘
、
瘡
、
卒
中
、
失
神
、
煽
痛
、
諸
狂
（
躁
性
狂
、
響
性
狂
、
妄
想
狂
、
時
発
狂
、
〈
ス
テ
リ
ー
　
狂

　
　
等
∀
髪
・
切
病

　
第
三
種
（
療
法
篇
）
仙
術
、
不
死
薬
、
錬
金
術
、
御
水
、
諸
毒
、
妙
薬
、
秘
方
、
食
合
、
マ
ジ
ナ
ヒ
療
法
、
信
仰
療
法



ll参湧：1重元…1｝］・t・とし㌃こ’・ギ’桓」シ丁ノ「亨’f里，1〔しi⇔琶！

　
　
第
四
類
　
純
正
哲
学
部
門

第
↓
種
（
偶
合
篇
）
前
兆
、
前
知
、
予
言
、
察
知
、
暗
合
、
偶
虫

第
二
種
（
陰
陽
篇
）
河
圖
、
洛
書
、
陰
陽
、
八
卦
、
五
行
、
生
剋
、
十
幹
、
十
二
枝
、
二
十
八
宿

第
三
種
（
占
考
篇
）
天
気
予
知
法
、
運
気
考
、
占
星
術
、
祥
瑞
、
鴉
鳴
、
犬
鳴

第
四
種
（
ト
笈
篇
）
易
笠
、
亀
卜
、
銭
卜
、
歌
ト
、
太
占
、
口
占
、
辻
占
、
兆
占
、
夢
占
、
御
嗣
、
神
籔

第
五
種
（
整
術
篇
）
九
星
、
天
元
、
淘
宮
、
幹
枝
術
、
方
位
、
本
命
的
殺
、
入
門
遁
甲

第
六
種
（
相
法
篇
）
人
相
、
骨
相
、
手
相
、
音
墨
色
、
相
字
法
、
家
相
、
地
相
、
風
水

第
七
種
（
暦
日
篇
）
歳
徳
、
金
神
、
八
将
神
、
鬼
門
、
月
建
、
土
公
、
天
一
天
上
、
七
曜
、
九
曜
、
六
曜
、
十
二
運

第
八
種
（
吉
凶
篇
）
厄
年
、
厄
日
、
吉
［
口
、
凶
日
、
願
成
就
日
、
不
成
就
日
、
有
卦
無
卦
、
知
死
期
縁
起
、
御
幣
カ
ツ
ギ

　
　
第
五
類
　
心
理
学
部
門

第
一
種
（
心
象
篇
）
幻
覚
、
妄
想
、
迷
見
、
謬
論
、
精
神
作
用

第
二
種
（
夢
想
篇
）
夢
、
奇
夢
、
夢
告
、
夢
合
、
眠
行
、
魔

第
三
種
（
懸
附
篇
）
狐
葱
、
人
狐
、
式
神
、
狐
遺
、
飯
綱
、
オ
サ
キ
、
犬
神
、
狸
懸
、
蛇
持
、
人
葱
、
神
糠
、
魔
糠
、
天
狗
葱

第
四
種
（
心
術
篇
）
動
物
電
気
、
コ
ッ
ク
リ
、
棒
寄
、
自
眠
術
、
催
眠
術
、
察
心
術
、
降
神
術
、
巫
蜆
、
神
女

　
　
第
六
類
　
宗
教
学
部
門

第
一
種
（
幽
霊
篇
）
幽
霊
、
生
霊
、
死
霊
、
人
魂
、
魂
塊
、
遊
魂

第
二
種
（
鬼
神
篇
）
鬼
神
、
魑
魅
、
岡
両
、
妖
神
、
悪
魔
、
七
福
神
、
貧
乏
神

第
三
種
（
冥
界
篇
）
前
生
、
死
後
、
六
道
、
再
生
、
天
堂
、
地
獄
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第
四
種
（
触
機
篇
∀
崇
、
障
、
悩
、
忌
請
、
触
稜
、
厄
落
、
厄
沸
、
駆
灘
、
祓
除

第
五
種
（
呪
願
篇
）
祭
礼
、
鎮
魂
、
淫
祀
、
祈
信
、
御
守
、
御
札
、
加
持
、
ノ
リ
キ
、
禁
厭
、
呪
言
、
呪
咀
、
修
法

第
六
種
（
霊
験
篇
）
霊
験
、
感
応
、
冥
罰
、
業
感
、
応
報
、
託
宣
、
神
告
、
神
通
、
感
通
、
天
啓

　
　
第
七
類
　
教
育
学
部
門

第
］
種
（
智
徳
篇
）
遺
伝
、
白
痴
、
神
童
、
偉
人
、
盲
唖
、
盗
心
、
自
殺
、
悪
徒

第
二
種
（
教
養
篇
）
胎
教
、
育
児
法
、
暗
記
法
、
記
臆
術

　
　
第
八
類
　
雑
部
門

第
一
種
（
怪
事
篇
）
妖
怪
宅
地
、
枕
返
、
怪
事
、

第
二
種
（
怪
物
篇
）
化
物
、
舟
幽
霊
、
通
り
悪
魔
、
轄
輸
首
、

第
三
種
（
妖
術
篇
）
火
渡
、
不
動
金
縛
、
魔
法
、
幻
術
、
糸
引

理
学
部
門
で
特
に
、
修
験
道
に
関
し
て
は
、
九
尾
狐
、
白
狐
、
天
狗
、
釜
鳴
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
理
学
部
門
の
結
論
と
し
て

　
で
え
物
理
的
妖
怪
は
以
上
講
述
せ
し
所
の
外
に
、
我
邦
諸
方
に
伝
ふ
る
所
幾
種
な
る
か
を
知
ら
ず
、
其
書
に
書
き
載
せ
ら
れ
又
口
碑
に

伝
は
れ
る
も
の
、
到
る
処
と
し
て
之
を
見
聞
せ
ざ
る
は
な
し
、
然
れ
ど
も
此
等
は
未
た
理
学
の
開
け
ざ
る
当
時
に
あ
り
て
、
妖
怪

不
思
議
と
な
し
た
る
も
の
の
み
、
今
日
よ
り
見
る
と
き
は
↓
と
し
て
不
思
議
と
な
す
に
足
ら
ざ
る
な
り
、
然
り
而
し
て
今
日
の
理

学
も
固
よ
り
其
進
歩
の
高
点
に
達
し
た
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
物
理
的
妖
怪
に
し
て
或
は
未
だ
明
か
な
ら
ざ
る
も
の
な
し
と
せ
ず
、

故
に
余
は
変
式
的
理
学
を
起
し
て
、
専
ら
物
理
に
属
す
る
妖
怪
を
説
明
せ
ん
こ
と
を
望
む
も
の
な
り
、
さ
れ
ど
余
は
も
と
理
学
を

専
門
と
せ
し
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
其
道
理
に
暗
く
し
て
一
々
之
か
説
明
を
下
す
こ
と
能
は
ず
、
故
に
変
式
的
理
学
の
研
究
は
専

門
の
士
に
譲
り
て
、
誰
余
は
其
研
究
の
端
緒
を
開
か
ん
と
欲
し
、
物
理
的
妖
怪
中
の
］
部
分
を
掲
け
て
之
に
多
少
の
説
明
を
与
へ
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た
る
の
み
、
今
以
上
述
へ
た
る
妖
怪
の
種
類
を
概
括
す
る
に
左
表
の
如
し
、

物
理
的
㌧
機
物
難

　　

@　
@　

L
旦
醐
馴

　
此
等
の
妖
怪
は
皆
実
に
物
理
的
な
れ
ど
も
、
世
間
、
無
智
迷
信
者
の
多
き
よ
り
、
之
に
幻
覚
妄
覚
を
加
へ
て
心
理
的
妖
怪
を
混
入

　
す
る
も
の
少
な
か
ら
す
、
さ
れ
ど
も
此
心
理
的
の
部
分
は
心
理
学
部
門
に
譲
り
て
此
に
論
せ
ざ
る
な
り
、

と
あ
る
。

　
釜
鳴
は
蒸
気
の
力
に
よ
り
鳴
り
吉
凶
を
占
う
の
で
あ
る
か
ら
、
物
理
的
妖
怪
の
無
機
的
、
物
理
的
の
種
類
に
入
る
と
い
う
分
類
法

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
医
学
部
門
で
は
、
治
療
法
を
次
の
様
な
表
に
し
て
示
し
て
い
る
。
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ニ
し
心
理
療
法
は
催
眠
術
療
法
と
い
う
名
称
で
あ
り
、
心
理
療
法
は
人
の
精
神
作
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
人
の
信
仰
」
が
源
で

あ
る
と
し
、
「
呪
い
と
心
理
療
法
に
つ
い
て
」
円
了
は

　
　
　
　
マ

　
例
へ
は
人
を
し
て
其
病
の
必
す
平
癒
す
る
を
信
せ
し
む
れ
ば
精
神
作
用
の
妨
碍
を
除
き
て
其
本
に
復
す
る
自
然
の
性
を
養
成
す
る

　
を
以
て
治
し
難
き
病
も
治
す
る
こ
と
を
得
へ
し
、
然
る
に
此
信
仰
に
よ
り
て
疾
を
治
す
る
法
は
古
来
其
例
に
乏
し
か
ら
ず
、
彼
の

　
神
仏
を
念
し
祈
濤
を
行
う
て
治
療
を
施
す
者
皆
此
類
な
り
、
先
き
の
所
謂
御
礼
「
マ
ジ
ナ
ヒ
」
の
功
験
あ
る
は
亦
皆
同
］
理
な
り
、

　
且
つ
古
代
医
学
の
未
た
発
達
せ
さ
る
に
当
て
は
世
間
の
療
法
は
唯
此
信
仰
作
用
に
よ
り
し
こ
と
明
か
な
り
、
今
日
は
生
理
学
病
理

　
学
等
あ
り
て
信
仰
を
離
れ
て
治
療
を
施
す
に
至
り
た
れ
と
も
、
尚
ほ
名
家
の
療
法
は
信
仰
に
よ
り
て
治
す
る
を
免
れ
す
、
己
に
信

　
仰
の
療
法
に
欠
く
へ
か
ら
さ
る
こ
と
明
な
れ
は
其
理
を
研
究
す
る
こ
と
亦
必
要
な
り
、
而
し
て
其
理
は
心
理
学
の
今
日
己
に
攻
究

　
す
る
所
に
し
て
此
学
に
つ
い
て
考
ふ
る
と
き
は
信
仰
の
果
し
て
治
療
に
実
益
あ
る
所
以
も
明
ら
か
に
知
る
こ
と
を
得
へ
し
…
…
略



と
し
て
、
現
代
精
神
医
学
で
用
い
ら
れ
て
い
る
心
理
学
的
治
療
と
立
場
が
異
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
世
相
で
の
要

ら
ぬ
も
の
に
あ
る
坊
主
山
伏
と
い
う
風
潮
で
「
信
仰
」
を
治
療
に
加
わ
え
る
と
い
う
事
は
、
か
な
り
の
勇
気
が
必
要
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

三
　
井
上
円
了
の
学
理
思
想
の
同
時
代
的
今
日
的
評
価

修験道をヰ心と．た学祖の学理思想

修
験
道
の
儀
礼
の
呪
い
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
類
　
純
正
哲
学
部
門
の
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ら
サ
ゴ
第
六
十
四
節
（
結
論
）
以
上
数
講
数
十
節
に
分
ち
て
講
じ
来
り
し
所
の
も
の
之
れ
を
概
括
す
る
に
、
吉
凶
禍
福
を
人
力
に
よ
り
て

判
断
す
る
こ
と
は
全
く
不
道
理
の
妄
説
な
り
と
い
う
に
帰
す
、
而
し
て
世
人
の
之
を
信
す
る
も
の
あ
る
は
、
智
識
の
程
度
の
甚
た

低
き
を
以
て
自
ら
起
す
所
の
迷
誤
た
る
に
過
き
ず
仮
令
物
理
的
説
明
に
照
し
て
多
少
の
道
理
あ
り
と
す
る
も
、
そ
は
極
め
て
小
部

分
の
こ
と
に
し
て
、
之
を
職
業
と
す
る
ト
笠
家
相
法
家
も
、
又
其
説
を
迷
信
す
る
も
の
も
、
全
く
迷
雲
の
間
に
彷
復
し
て
帰
宿
す

る
所
を
知
ら
す
と
謂
う
べ
し
、
又
心
理
上
の
説
明
よ
り
見
る
と
き
は
幾
分
の
道
理
あ
り
と
錐
も
、
其
の
道
理
た
る
や
人
の
迷
誤
に

よ
り
て
か
か
る
結
果
を
来
す
べ
し
と
い
ふ
に
過
き
さ
れ
ば
、
物
理
上
よ
り
い
ふ
も
も
心
理
上
よ
り
い
ふ
も
心
理
上
よ
り
い
ふ
も
、

唯
一
の
迷
誤
た
る
に
過
き
ざ
る
は
明
な
り
、
然
ら
ば
今
日
よ
り
之
を
処
す
る
の
方
法
は
如
何
に
す
べ
き
と
い
ふ
に
、
一
切
此
の
如

き
鑑
術
、
相
法
を
廃
絶
す
る
か
、
然
ら
さ
れ
ば
其
中
よ
り
不
道
理
的
の
部
分
を
除
き
去
り
て
、
之
に
代
ふ
る
に
学
術
的
方
法
を
以

て
す
る
こ
と
是
な
り
、
そ
は
第
六
講
相
法
篇
に
於
て
論
じ
た
る
が
如
く
、
相
法
の
類
は
、
る
道
理
あ
る
も
の
な
れ
ど
も
、
今
日
は

之
に
多
少
の
不
道
理
な
る
元
素
を
混
合
し
て
世
に
行
は
る
る
か
故
に
、
今
後
新
相
法
を
興
し
て
学
術
的
に
考
定
し
、
以
て
今
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
7

害
を
去
り
迷
誤
を
除
か
ば
、
亦
多
少
世
を
益
す
る
こ
と
を
得
べ
し
、
然
れ
と
も
之
に
関
す
る
万
全
の
策
は
、
世
人
を
し
て
其
の
身
　
4



　
に
道
徳
を
行
は
し
め
人
に
対
し
て
恥
ち
ず
天
に
対
し
て
恐
れ
ず
、
其
心
中
実
に
青
天
白
白
に
し
て
一
点
の
曇
り
な
き
身
と
な
ら
ば
、

　
時
日
の
吉
凶
善
悪
は
如
何
、
方
位
将
た
天
運
の
如
何
は
毫
も
念
頭
に
か
く
る
こ
と
な
く
奏
然
其
の
心
に
満
足
し
て
以
て
其
の
本
分

　
を
全
う
し
、
其
の
生
涯
を
送
る
こ
と
を
得
べ
き
理
を
知
ら
し
む
る
を
第
一
と
す
、
斯
く
し
て
人
を
し
て
尽
く
道
徳
界
中
の
　
人
た

　
ら
し
む
す
を
得
ば
、
こ
れ
実
に
人
を
迷
誤
の
泥
中
よ
り
救
ひ
出
す
の
最
上
策
な
り
、
尚
書
に
語
あ
り
曰
く
、
鬼
神
無
常
饗
饗
予
克

　
誠
と
、
左
伝
に
曰
く
、
鬼
神
非
人
実
親
惟
徳
惟
依
と
、
或
は
我
邦
の
歌
に
、
誠
の
心
に
神
宿
る
と
も
、
し
て
其
の
心
に
危
耀
す
る

　
所
な
く
ん
ば
、
天
下
　
物
も
恐
る
べ
き
も
の
な
く
、
此
の
世
界
其
り
に
て
実
に
天
堂
楽
園
或
は
黄
金
世
界
と
な
る
べ
し
、
然
る
に

　
唯
余
か
恐
る
る
所
は
今
日
の
人
を
し
て
、
く
聖
人
君
子
と
な
さ
し
む
る
こ
と
能
は
さ
る
を
、
是
を
以
て
余
は
今
日
の
不
道
理
的
ト

　
笈
鑑
定
相
法
等
に
代
ふ
る
に
道
理
的
方
法
を
以
て
し
、
既
に
第
一
節
に
述
べ
た
る
哲
学
的
ト
笈
、
学
術
的
相
法
を
考
定
し
て
世
間

　
に
発
表
す
る
の
意
な
り
し
も
、
之
を
考
定
す
る
迄
に
数
回
の
試
験
を
行
ふ
を
要
す
る
を
以
て
、
其
結
果
を
公
に
す
る
は
他
日
を
待

　
た
さ
る
べ
か
ら
す
、
故
に
今
回
の
純
正
哲
学
の
講
義
は
此
に
結
了
を
告
く
る
な
り
、
言
者
請
ふ
之
を
諒
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
へ

　
哲
学
に
「
純
正
」
と
い
う
言
葉
を
つ
け
た
意
味
は
メ
タ
フ
ィ
デ
ィ
ッ
ク
ス
で
形
而
上
学
と
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
部
類
の
方
法
も
、

東
京
大
学
の
学
科
編
成
が
変
化
し
て
い
る
点
と
以
て
い
る
。
西
義
雄
博
士
が
東
京
大
学
に
入
学
さ
れ
る
少
し
前
ま
で
は
、
哲
学
科
の

中
に
宗
教
学
、
心
理
学
、
論
理
学
、
印
度
哲
学
、
と
独
立
し
て
い
た
が
、
学
問
を
広
く
捕
ま
え
て
、
理
学
、
医
学
、
心
理
学
、
宗
教

学
、
教
育
学
と
分
類
し
残
っ
た
学
問
を
円
了
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
は
処
理
出
来
純
正
哲
学
と
し
、
妖
怪
学
と
し
た
の
で
は
と
考
え

る
事
が
出
来
る
。

　
第
八
類
　
雑
部
門
に
も
修
験
道
の
儀
礼
に
入
っ
て
い
る
。
火
渡
、
不
動
金
縛
等
が
入
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
火
渡
の
よ
う
に
、

理
学
部
門
、
心
理
学
部
門
と
宗
教
学
部
門
に
複
合
し
て
い
る
よ
う
な
部
門
を
入
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ハ
ば
　
恩
田
彰
教
授
の
ご
指
摘
に
も
あ
る
が
、
超
心
理
学
は
百
数
十
年
の
歴
史
を
持
ち
科
学
的
な
研
究
が
、
か
な
り
進
み
、
現
代
で
は
、
円
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了
の
考
え
は
か
な
り
古
い
面
が
あ
る
。
心
霊
現
象
、
迷
信
を
断
め
切
っ
て
い
く
立
場
で
の
円
了
を
今
現
在
見
る
と
、
非
常
に
無
理
な

切
り
方
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
の
知
識
で
は
や
む
得
な
い
面
が
あ
り
、
何
に
で
も
割
り
切
れ
る
と
こ
ろ
に
一
つ
の
啓
蒙
主
義

の
立
場
が
若
干
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
円
了
は
解
か
ら
な
い
も
の
は
解
か
ら
な
い
と
し
て
、
妖
怪
と
し
て
残
し
た
こ
と
が
実

に
す
ば
ら
し
い
事
で
あ
る
。
特
に
最
近
は
、
心
身
問
題
と
「
心
」
と
「
物
質
」
と
の
関
係
が
非
常
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
こ
う
い
う
面
は
先
端
の
問
題
で
あ
り
、
今
の
科
学
の
第
一
線
を
も
っ
て
し
て
も
究
明
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
円
了
が
称
す

る
妖
怪
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
事
は
円
了
の
業
績
と
し
て
非
常
に
重
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
で
の
超
心
理
学
の
開
拓
者

的
存
在
で
あ
る
。

　
純
正
哲
学
部
門
で
の
人
相
、
骨
相
、
手
相
な
ど
の
相
法
占
い
は
、
現
代
で
い
う
、
統
計
学
で
あ
る
。
占
考
篇
に
収
め
ら
れ
て
い
る

天
気
予
知
法
、
運
気
考
、
占
星
術
等
は
、
現
代
で
は
天
文
学
と
い
う
壮
大
な
宇
宙
学
の
様
に
、
純
正
哲
学
部
門
は
最
近
の
物
理
学
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
　

心
理
学
問
題
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
気
象
と
い
う
気
は
、
空
気
の
気
と
い
う
こ
と
で
物
質
的
で
あ
る
が
、
元
気
の
気
と

い
う
心
の
問
題
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
気
の
問
題
は
、
イ
ン
タ
ー
デ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
研
究
、
い
わ
ゆ
る
学
際
的
な
研
究
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
。

　
そ
う
い
う
面
で
は
、
迷
信
と
も
い
い
難
く
、
捨
て
難
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
物
と
心
と
の
関
わ
り
を
学
問
と
し
た
円
了
流
の
素

晴
ら
し
い
洞
察
力
で
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
物
質
的
な
も
の
は
理
学
部
門
に
入
り
、
そ
れ
を
行
動
と
い
う
と
心
理
学
部
門
に
な

る
し
、
心
身
の
問
題
は
、
心
と
体
の
面
で
医
学
部
門
に
な
る
。
宗
教
学
部
門
、
教
育
学
部
門
と
も
、
そ
れ
以
外
を
雑
部
門
と
し
「
物

と
心
」
の
関
係
を
円
了
流
に
考
え
て
い
っ
た
。

　
　
　
お
　

　
円
了
は
迷
信
と
い
っ
て
、
全
部
否
定
し
て
し
ま
う
の
で
良
く
な
い
と
い
う
批
判
も
、
お
化
け
の
専
門
家
の
一
部
の
人
か
ら
い
わ
れ

て
い
る
が
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
幼
稚
と
思
わ
れ
る
点
も
有
る
が
、
円
了
の
考
え
は
狭
い
所
を
示
す
の
で
は
な
く
、
広
い
意
味
で
考
え
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て
い
る
．
、
諺
と
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
「
爪
を
火
の
上
で
切
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
の
は
、
迷
信
で
あ
る
が
、
臭
い
か
ら
と
い

う
様
な
教
訓
的
な
意
味
が
あ
る
。

　
こ
の
事
と
同
じ
様
に
［
「
心
理
療
法
』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
た
時
は
、
催
眠
術
が
盛
ん
な
時
期
で
あ
る
が
、
「
催
眠
術
と
い
う
の

は
イ
ン
チ
キ
だ
」
と
い
う
け
れ
ど
も
、
「
催
眠
術
で
病
気
が
治
る
」
と
な
る
と
、
そ
の
効
果
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
円

了
の
考
え
が
あ
る
。
そ
の
人
と
、
社
会
に
役
に
立
つ
も
の
な
ら
ば
よ
ろ
し
い
と
い
う
見
方
で
あ
る
，
．

　
　
　
は
　

　
「
妖
怪
学
講
義
　
は
現
代
的
レ
ベ
ル
か
ら
み
る
と
、
受
け
継
い
で
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
部
門
と
い
う
で
き
で
あ
る
が
、
個
々
の
問

題
を
取
り
上
げ
る
と
、
批
判
す
べ
き
点
も
随
分
多
い
。
し
か
し
、
円
了
の
同
時
代
的
な
評
価
と
す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
向
と
平

行
し
た
ほ
ど
の
先
見
、
先
駆
者
と
し
て
抜
群
の
位
置
付
け
が
可
能
で
あ
る
。
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四
　
井
上
円
了
の
学
理
思
想
に
お
け
る
啓
蒙
的
（
社
会
的
）
立
場

　
円
了
は
、
宗
教
学
部
門
第
四
十
六
節
（
祈
濤
、
加
持
、
ノ
リ
キ
）
で
妖
怪
学
研
究
の
目
的
と
迷
信
を
払
う
理
由
を
、
祈
薦
を
主
と

し
て
医
薬
を
用
い
る
こ
と
を
次
に
し
て
は
正
当
で
は
な
く
、
祈
儒
は
治
病
の
一
助
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
次
の
よ
う
に
著

し
て
い
る
。

　
ヨ
ほ
　

　
然
れ
ど
も
今
日
に
あ
り
て
医
術
大
に
進
み
、
医
薬
も
亦
大
に
改
ま
り
た
る
に
際
し
、
尚
ほ
依
然
旧
来
の
如
く
諸
病
諸
患
を
祈
濤
に

　
よ
り
て
治
せ
ん
と
す
る
は
迷
へ
る
の
甚
し
き
も
の
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
但
し
医
方
に
よ
り
て
治
し
難
き
病
患
少
な
か
ら
ず
、

　
又
治
す
べ
き
も
の
も
精
神
作
用
の
加
は
る
が
為
に
其
効
を
見
ざ
る
こ
と
あ
り
、
此
の
如
き
場
合
に
は
宗
教
上
の
信
仰
に
よ
り
て
治

　
療
す
る
を
可
と
す
、
是
れ
予
が
療
法
に
内
外
の
二
種
あ
り
と
な
す
所
以
に
し
て
、
此
事
は
医
学
部
門
に
於
て
講
述
し
た
れ
ば
参
見



f彦…厚£遥主を弓」’L・としノこβ子Wlしノう学’／里，是罫、，想

　
す
べ
し
、
要
す
る
に
祈
信
呪
願
は
吾
人
の
精
神
一
致
し
て
之
を
行
ふ
に
於
て
は
病
気
を
療
治
す
る
に
も
、
幾
分
の
効
あ
る
こ
と
又

　
疑
ふ
べ
か
ら
ず

と
著
さ
れ
て
い
る
。
排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
と
し
て
は

　
　
い
　

　
然
れ
ど
も
今
日
愚
民
の
間
に
行
は
る
る
祈
薦
の
如
き
は
、
固
よ
り
迷
信
妄
想
に
基
け
る
も
の
な
れ
ば
、
吾
人
は
之
を
見
て
実
に
其

　
愚
を
笑
は
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
、
世
間
に
尤
も
行
は
ろ
う
は
狐
狸
犬
神
に
懸
附
せ
ら
れ
た
る
と
き
、
祈
濤
に
よ
り
て
除
き
払
は
ん

　
と
す
る
も
の
是
な
り
…
…
略
…
…

　
近
来
我
地
方
に
御
嶽
講
と
い
ふ
も
の
流
行
し
、
愚
俗
の
之
を
信
ず
る
者
日
に
在
数
を
加
へ
、
所
在
妖
術
を
行
ひ
て
人
を
驚
か
し
む
、

　
就
中
俗
に
『
ノ
リ
キ
一
と
称
す
る
一
術
あ
り
、
こ
は
御
嶽
の
神
を
人
に
の
り
う
つ
ら
し
む
る
術
に
し
て
、
其
神
に
の
ら
れ
た
る
人

　
は
能
く
未
来
の
出
来
事
を
予
言
し
、
人
の
運
命
を
予
知
す
と
称
す
、
現
に
当
年
虎
列
拉
病
流
行
の
時
の
如
き
、
今
後
幾
人
の
死
者

　
あ
る
べ
し
な
ど
と
予
言
せ
し
こ
と
あ
り
、
又
某
の
病
症
は
某
々
の
草
を
煎
じ
て
服
用
せ
し
む
れ
ば
癒
ゆ
べ
し
な
ど
い
ひ
て
、
処
方

　
を
教
ふ
る
こ
と
も
あ
り
と
い
ふ
。
其
他
民
間
に
行
は
る
る
祈
薦
呪
願
に
つ
い
て
は
実
に
抱
腹
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
り
、
或
新
聞
に

　
徴
兵
免
れ
の
祈
薦
と
題
し
て
左
の
事
を
記
し
た
れ
ぼ
滋
に
転
載
す
。
…
…
略
…
…

　
斯
の
如
き
は
迷
信
の
甚
し
き
も
の
に
し
て
、
予
が
排
斥
せ
ん
と
す
る
は
即
ち
此
種
の
祈
濤
を
言
ふ
な
り
、
而
し
て
予
が
妖
怪
学
研

　
究
の
目
的
も
亦
、
斯
か
る
迷
信
を
払
は
ん
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。

と
あ
る
。

　
　
ロ
ざ
　
円
了
の
学
問
は
巾
広
・
＼
自
然
科
学
か
ら
、
人
文
科
学
、
社
会
科
学
等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
一
つ
の
、
未
知
な
る
不
可
解
な
も
の

を
妖
怪
と
し
て
い
る
が
、
当
時
は
、
科
学
的
な
立
場
を
堅
持
す
る
と
い
う
事
が
中
心
な
の
で
、
不
可
知
な
も
の
は
、
み
ん
な
断
ち
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
1

っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
啓
蒙
主
義
的
な
立
場
が
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4



　
ハ
い
　
　
迷
信
を
日
常
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
心
理
部
門
で
精
神
作
用
、
宗
教
部
門
で
の
修
法
、
祭
祀
、
鎮
魂
等
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

を
迷
信
の
一
つ
の
形
と
当
時
の
人
々
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
円
了
は
、
民
衆
に
害
を
与
え
る
も
の
を
迷
信
と
し
て
批
判
し
て
排
除

し
て
い
っ
た
が
、
迷
信
を
例
外
的
に
認
め
て
い
る
の
は
民
衆
の
啓
蒙
に
役
く
立
つ
も
の
は
「
生
か
し
て
」
心
理
効
果
を
世
間
へ
の
効

果
を
狙
っ
て
言
っ
て
い
る
。

　
啓
蒙
主
義
者
の
長
所
で
も
あ
り
、
短
所
で
も
あ
る
が
、
合
理
的
な
説
明
を
し
て
「
そ
れ
は
意
味
が
な
い
」
と
断
定
し
て
し
ま
う
が
、

今
か
ら
見
る
と
「
い
や
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
い
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
事
も
あ
る
が
、
円
了
は
学
者
と
し
て
の
啓
蒙

的
な
立
場
で
あ
る
の
で
、
「
そ
れ
は
意
味
が
な
い
」
と
断
定
を
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
を
否
定
し
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
宗
教

家
と
し
て
心
理
学
者
と
し
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
学
者
と
し
て
の
立
場
も
う
か
が
え
る
。

五
　
通
仏
教
か
ら
み
た
井
上
円
了
の
仏
教
観
及
び
宗
教
観

　
　
　
　
り
　

　
円
了
は
宗
教
を
二
派
に
解
釈
分
類
し
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
　
つ
は
感
情
的
解
釈
。
　
つ
は
神
秘
的
解
釈
で
あ
る
。
感
情
的
解

釈
は
、
道
理
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
信
仰
の
力
に
よ
っ
て
実
際
存
在
す
る
も
の
と
断
定
し
、
末
来
世
界
の
存
否
、
霊
魂
の
生
滅
の
問

題
は
、
情
の
上
で
考
え
、
霊
魂
は
死
ぜ
ず
し
て
死
後
に
別
世
界
が
あ
る
と
い
う
解
釈
は
、
自
己
の
意
を
慰
め
、
情
を
満
足
す
る
為
で

あ
っ
て
、
妄
見
幻
覚
も
、
皆
事
実
と
信
じ
て
疑
う
こ
と
も
な
い
。

　
感
情
派
の
人
は
経
文
の
一
言
半
語
と
い
え
ど
も
、
そ
の
ま
ま
解
し
て
、
裏
面
に
あ
る
理
を
尋
ね
る
事
も
な
い
。
例
え
ば
西
方
極
楽

世
界
を
説
か
れ
て
い
る
事
を
見
る
と
、
こ
の
地
球
上
の
西
方
の
極
端
に
至
る
な
ら
ば
、
西
方
極
楽
浄
土
が
あ
る
と
考
え
る
と
同
じ
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宗
教
を
信
ず
る
と
い
う
よ
り
は
、
経
文
を
信
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち
、
経
の
意
を
信
ず
る
に
非
ず
し



修験道を中心とLた学：祖ク）学理想、想

て
、
そ
の
文
字
を
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
禅
宗
の
様
に
不
立
文
字
の
宗
を
立
て
る
の
は
、
宗
教
者
の
感
情
上
よ
り
文
字
を

偏
信
す
る
弊
を
救
く
お
う
と
し
て
出
た
も
の
に
疑
い
わ
な
い
。

　
間
違
っ
て
い
る
こ
と
、
害
の
あ
る
こ
と
は
、
捨
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
科
学
者
的
な
考
え
方
と
大
乗
仏
教
学
者
と
し
て
の

態
度
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
．
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
」

　
円
了
と
は
ほ
ぼ
同
時
の
仏
教
学
者
の
思
想
は
大
乗
非
仏
説
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
に
は
、
姉
崎

正
治
や
岸
本
能
武
太
等
の
き
も
い
り
で
比
較
宗
教
研
究
会
が
開
か
れ
た
。
学
問
的
研
究
も
歴
史
的
実
証
的
文
献
研
究
が
盛
ん
に
な
る

に
つ
れ
て
、
大
乗
非
仏
説
論
が
高
ま
っ
た
。
姉
崎
正
治
は
『
現
身
仏
と
法
身
仏
』
（
一
九
〇
一
年
刊
）
の
序
言
に
「
確
実
な
歴
史
の

中
に
永
遠
の
真
理
は
見
ら
れ
る
」
と
説
き
、
『
根
本
仏
教
』
二
九
一
〇
年
刊
）
で
も
パ
ー
リ
原
典
を
と
お
し
て
シ
ャ
カ
の
真
説
を
発

堀
し
よ
う
と
つ
と
め
た
。
真
宗
、
大
谷
派
の
村
上
専
精
も
、
他
の
学
者
と
の
色
あ
い
を
少
し
異
に
し
て
い
る
が
、
大
乗
非
仏
説
を
唱

え
て
い
る
。
円
了
は
文
字
に
と
ら
わ
れ
る
事
な
く
経
文
の
書
い
て
あ
る
裏
面
の
理
（
真
如
）
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る

事
が
出
来
る
。
円
了
の
宗
教
に
つ
い
て
の
考
え
を
要
約
す
る
と
、

　
ハ
ハ
　
　
感
情
派
の
宗
教
家
は
、
自
ら
の
妄
見
幻
覚
し
て
い
る
物
を
皆
事
実
と
し
て
い
る
。
幽
霊
の
よ
う
な
物
も
真
に
存
在
す
る
よ
う
に
思

い
、
色
、
形
、
重
量
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
が
、
か
つ
て
、
神
原
精
二
氏
は
、
幽
霊
と
い
う
の
は
見
え
な
い
も
の
に
名
ず
け
た
言
葉

で
あ
っ
て
、
も
し
見
え
る
な
ら
ば
、
顕
霊
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
私
（
円
了
）
が
言
う
幽
霊
は
、
妄
見
幻
覚
で
あ

る
。
妄
見
幻
覚
は
、
精
神
作
用
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
外
界
に
実
在
す
る
と
言
う
べ
き
で
な
い
。
宗
教
を
感
情
的
に
解
す

る
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
誤
り
に
お
ち
い
ら
な
い
様
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
第
二
番
目
の
神
秘
的
解
釈
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
宗
教
の
本
境
は
、
皆
不
可
思
議
の
玄
林
森
々
た
る
所
に
有
す
る
。
し
か
し
、
不
可

思
議
な
事
を
深
く
考
え
れ
ば
、
不
可
思
議
を
呼
吸
し
て
生
存
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
宗
教
は
こ
の
不
可
思
議
を
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ぐ
り
　
　

　
宗
教
実
に
此
の
理
を
示
し
て
、
玄
の
ま
た
玄
な
る
所
以
を
現
は
す
、
こ
れ
理
外
の
理
、
言
外
の
言
、
慮
外
の
慮
に
し
て
、
吾
人
の

　
智
力
思
想
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
と
、
其
の
一
派
に
は
亦
奇
蹟
怪
談
を
信
じ
て
、
之
を
以
て
宗
教
の
真
面
目
と
な
し
こ
れ
即
ち
神
の

　
不
可
思
議
な
る
所
以
な
り
と
い
ひ
、
或
は
神
通
感
通
を
説
き
、
こ
れ
宗
教
の
不
可
思
議
な
り
と
い
ふ
、
耶
蘇
教
の
経
典
の
如
き
は
、

　
実
に
此
の
種
類
の
材
料
を
以
て
充
満
さ
れ
た
り
、
仏
教
中
に
て
も
、
其
一
部
に
は
神
秘
怪
談
を
交
へ
、
弘
法
、
日
蓮
等
の
諸
高
僧

　
の
伝
記
を
読
ま
ば
、
全
部
殆
ん
ど
之
を
以
て
充
た
さ
る
る
を
見
る
べ
し
、
而
し
て
皆
以
為
ら
く
、
以
て
宗
教
の
不
可
思
議
を
証
明

　
す
べ
し
と
、
斯
る
不
思
議
は
、
以
て
唯
道
理
の
何
た
る
を
知
ら
ざ
る
下
等
人
民
に
は
感
服
せ
し
む
る
の
方
便
と
な
ら
ん
、
然
れ
ど

　
も
荷
く
も
今
日
中
等
以
上
に
位
す
る
も
の
は
、
誰
か
ま
た
か
か
る
不
合
理
不
思
議
を
首
肯
す
る
者
あ
ら
ん
、
こ
れ
神
秘
的
解
釈
の

　
下
等
な
る
も
の
な
り
、
其
他
神
秘
派
中
高
等
な
る
者
は
、
唯
だ
宗
教
の
理
た
る
や
既
に
玄
中
の
玄
、
理
外
の
理
な
れ
ば
、
吾
人
の

　
知
識
と
其
理
と
の
間
の
海
峡
に
架
す
べ
き
橋
梁
な
き
を
以
て
、
吾
人
は
言
語
道
断
、
言
亡
慮
絶
の
点
に
於
て
、
自
然
に
其
理
を
感

　
受
す
る
よ
り
外
な
し
と
な
る
。

と
著
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
様
に
円
了
は
仏
教
は
我
々
の
人
知
を
超
え
た
も
の
で
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
て
、
頭
の
中
で
考
え
た
心
理
的
な
説
明
だ
け

で
は
十
分
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
円
了
は
、
宗
教
の
不
可
思
議
は
自
然
に
そ
の
理
を
感
受
す
る
外
に
な
い
と
し
て
い
る
。

　
⌒
2
3
∨

　
円
了
は
本
質
的
立
場
は
仏
教
で
あ
る
。
円
了
の
仏
教
は
真
理
で
は
な
く
、
真
如
の
立
場
と
い
う
の
が
根
底
に
あ
る
。
『
妖
怪
学
講

義
』
に
著
わ
さ
れ
て
い
る
個
々
の
問
題
は
、
仏
教
、
理
学
等
の
各
分
野
を
必
ず
科
学
的
に
見
て
、
そ
の
時
の
各
現
象
を
妖
怪
と
見
る

立
場
を
と
り
、
妖
怪
を
真
如
と
い
う
立
場
で
全
て
見
た
。

　
こ
こ
で
い
う
真
如
と
は
、
真
如
で
諸
法
実
相
、
中
道
と
い
う
大
乗
仏
教
の
真
如
で
あ
る
。
大
乗
仏
教
の
真
如
と
い
う
観
点
よ
り
、

個
々
の
現
象
を
批
判
し
て
「
こ
れ
は
間
違
い
だ
け
れ
ど
も
役
に
立
つ
よ
」
と
い
う
事
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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ヨ
ご
　
円
了
は
、
人
間
に
は
「
情
感
と
知
力
」
が
あ
り
、
「
知
力
を
和
ら
ぐ
に
情
感
を
も
っ
て
し
、
情
感
を
導
く
に
知
力
を
も
っ
て
し
、

知
力
情
感
互
に
相
助
け
て
二
者
の
両
全
を
得
し
む
る
も
の
、
こ
れ
わ
が
仏
教
な
り
」
、
「
現
今
開
明
社
会
の
宗
教
に
適
し
、
将
来
道
理

世
界
の
宗
教
と
な
る
べ
き
も
の
」
と
し
「
仏
教
を
改
良
し
て
国
恩
の
万
一
に
報
ぜ
ん
こ
と
を
期
す
る
所
な
り
」
と
し
て
い
る
。
キ
リ

ス
ト
教
は
情
感
の
み
で
知
力
に
応
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
わ
が
国
で
の
キ
リ
ス
ト
教
公
認
に
反
対
の
理
由
で
も
あ
っ
た
。

　
円
了
は
『
仏
教
新
論
』
で
も
「
愚
俗
の
信
と
学
者
の
信
と
は
決
し
て
同
一
に
あ
ら
ず
愚
俗
の
信
は
所
謂
妄
信
に
し
て
道
理
分
別
な

く
唯
一
に
信
ず
る
の
み
な
れ
ど
も
学
者
の
信
は
道
理
を
究
め
尽
し
て
後
生
ず
る
所
の
信
な
り
」
と
著
し
て
い
る
。

　
「
愚
俗
の
信
」
を
妖
怪
迷
信
と
し
、
迷
信
打
破
を
目
的
と
し
て
多
く
の
書
籍
よ
り
典
拠
と
し
た
『
妖
怪
学
講
義
］
等
を
著
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
2
5
一

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『
ア
ジ
ア
仏
教
史
』
に
は

　
『
妖
怪
叢
書
』
の
内
容
の
一
部
は
、
当
時
教
科
書
に
「
迷
信
退
治
」
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
年
以
降
の
信
仰
仏
教

　
形
成
期
の
仏
教
清
徒
の
新
仏
教
運
動
の
綱
領
に
は
、
迷
信
排
除
を
重
要
な
項
目
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
円
了
の
妖
怪
論
は

　
そ
の
先
駆
的
役
割
の
果
た
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
著
わ
さ
れ
て
い
る
。
『
仏
教
新
論
』
に
著
さ
れ
て
い
る
様
に
、
「
愚
俗
の
信
」
を
迷
信
と
し
妖
怪
と
し
「
知
力
と
情
感
」
両
者
を
備

え
た
仏
教
を
「
護
国
愛
理
」
の
宗
教
と
し
、
明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
神
道
国
教
化
政
策
に
対
し
て
仏
教
の
復
興
に
果
た
す
役
割
は
非

常
に
大
き
か
っ
た
が
、
修
験
道
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
同
じ
よ
う
に
「
情
感
」
の
み
で
「
知
力
」
に
応
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
宗
教
と

円
了
に
は
う
つ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
2
6
｝

　
円
了
は
神
仏
分
離
令
で
明
治
新
政
府
に
よ
り
消
滅
さ
せ
ら
れ
「
修
験
道
」
に
さ
え
光
を
あ
て
、
既
成
の
思
想
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、

「
無
形
の
真
理
」
を
求
め
て
い
っ
た
。
「
純
正
哲
学
」
（
形
而
上
学
）
、
を
西
洋
哲
学
に
よ
っ
て
補
い
「
真
如
」
の
概
念
化
を
試
み
成

功
し
て
い
る
。
円
了
の
思
想
遍
歴
が
仏
教
に
よ
り
始
ま
り
、
仏
教
に
帰
し
、
常
に
仏
教
が
思
想
の
底
流
に
あ
っ
た
こ
と
を
重
要
視
し
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な
け
れ
ば
な
ら
な
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